
思春期の子どものテレビメディアとの関わりおよび心理的変化

一一小学5年生を 3年間追跡して一一
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本研究の巨的は、小学5年生が中学2年生になるまでに、心理的側匡とともに、テレビ

との関わりかたをどのように変化させるかを捉えることであるo 首都圏40km圏内からラ

ン夕、ムに抽出された小学5年生(第1国語査時〉のうち、第1囲および第3自の謁査の有

効回答者843名およびその主たる養育者を分析対象とした。分析の結果、小学5年生から中

学2年生になるにつれ、悩み事、持に学業に関する悩み事が増加し、学業に対する昌信が

低下すること、また、社会的に逸説した問題行動や事象に対して容認する領向が高まるこ

とが示されたD さらに、テレビ番組における暴力シーンを容認する傾向も高まったc一方、

テレビ視聴形態は、親の指示に従った視聴行動から、友だちとの話題共有への必要性など

を考憲した主体的な視聴形態がみられるようになった。

問題と巨的

1 .思春期の発達特性

患春期は、生理的、認知的、社会的なあらゆる傑面

で著しく発達する時期である G 身体的にも成長し、物

事を多角的に現実的に捉えることができるようにな

り、自分の意志で活動することができるようになるD

社会的にも大人の振る舞いを期待されはじめるのもこ

の時期である。このように、思春期は自立した一個人

としてのスタートの時期である G ただし、多くの変化

に比較的短期間で対応しなくて誌ならないこと、今日

の社会的背景一身近なモデルとなる大人がいないこ

と、価値観の多様化の中での画一的な学業偏重という

矛届などーによって、この時期の子どもたちは将来展

望が難しくなり、不安や混乱、葛藤を多く経験し、適

応上の問題が生じることとなる (e.g.，笠井， 2000:塩

見、 1994: Wigfield， Ecc1es， & Pintrich， 1996 :吉野，

1994)0 

上述のような時期にあるJ思春期を「疾風怒濃の時代j

と呼ぶことに対しては議論が分かれるところでるる

(Ecc1es， Midgley， Wigfield， Buchaman， Reun1an， 

Flanagan， & Iver， 1993; Roeser， Ecc1es， & Sameroff， 

2000 :塩見， 1994)が、適応することが難しい時期で

あるとわう見解は一致している (Fuligni，Ecc1es， Bar-

キーワード:テレゼ、思春期の発達、追跡研究

ber. & Clements. 2001: Roeser & Ecc1es. 1998・豆oser

et a1.， 2000; Ryan， 2001 : :塩見， 1994:吉野， 1994) 0 

この時期の子どもは、様々な面でネガティプな変化を

呈す。自尊惑i育が低下したり (Alsaker & Olweus， 

1992; Marsh， 1989 :佐藤・杉原・藤生， 2000)、身体

能力に関わる自己概念 (Marsh，1ヲ89; Wigfield， 

Ecc1es， Iver，豆euman，& Midgley; 19ヲ1)や教科ごと、

学業全般に関する学業コンピテンス (Marsh， 1989; 

Wigfield et a1.， 1991)、仲間関係での自分の地位の認

識 (Berndt& Burgy， 1996)などをはじめとする自身

の内側に向かう認識、つまり、自己概念がネガティブ

に変化する (Crain，1996;まosenberg，1986) ことをは

じめ、環境への認識、備えば、学校への満足感や倍値

観が低下したり (Berkovitz，1997; Ecc1es， et a1.， 1993; 

Hirsch & Rapkin， 1987; Marsh， 1989; Ryan， 2001)、

抑うつ傾向が高まったり (Berkovitz，1997)、不登校、

退学、煙草、アルコール、ドラッグ、 10代の妊娠、非

行などの事件や問題行動が増加することが示されてい

る (Bailey， 2000; Pnton， 1997; Weissberg & 
Greenberg， 1998) 0 

わが国では、青少年犯罪の中でも、特に、凶悪犯少

年の検挙人員は、 1989年(平成元年)を境に再び増加

に転じている(警察庁， 2002: 総務省， 2002: 恩腸

財冨母子愛育会.B本子ども家庭総合研究所， 2002) 0 
ただし、 1964年頃と比較すると、その数は少なく、ま
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た、検挙される犯罪の質も変化しており、犯罪検挙率

かち、単純に、青少年の犯罪の深刻化・一毅化を議論

することは適切ではない面もある G それでも、総務省

(2002) による1980年から1999年の一般刑法犯罪少年

の推移をみると、殺人は45人かち110入、強盗は761入

から1611人となっている 9 また、警察庁 (2001)によ

ると、凶悪犯少年の検挙人数は1989年の1225人から

2000年の2120人に増加した。さちに、 2000年における

強盗犯の少年検挙の人口比は或入検挙の人口比の約9

倍、場害は約7倍、恐喝は約17信という状況にあるD

17歳の青年の犯罪に対する驚きの心情は薄らぎ、「また

かjという濯患の聞こえるような状況は、青少年の問

題が、益々、深刻化、一般化していることを示してい

ると言えよう。

この問題に対して求められることは、適応上の問題

を抱えている青少年へ適切な介入を実践すること、青

少年の適応上の開題を予防することだろうむそして、

この適切な介入や予防の実践の第一歩として、適応上

の開題のリスクとなる要毘が何であるのかを明ちかに

し、リスク要因と青少年の適JJt上の問題との関連のメ

カニズムを解明することが求められている (Connor，

2002)0思春期に表面化する問題行動の背後には、それ

以前、特に児童期における要因も存在する o Under-

wood (2002)は、 10歳以降の攻撃的行動が、特に男子

で安定すると論じている。サリヴァン(Sullivan，1953) 

辻、前思春期は、それまでの発達段階のゆがみが非常

にマまた、イナスとなって現れる時期であり、思春期

はさらに高度のマイナスとなる詩期としているD

2.テレビメディア要因への注自

思春期のこのような変化や、その適応の難しさが論

じちれる一方で、子どもの様々な問題とテレビメディ

アとの関連も注自され続けている o 例えば、テレビ番

組内での暴力シーンが子どもの攻撃行動や暴力に影響

を与えうること (Cantor，2000; Huston， Donnerstein， 

Fairchild， Feshbach， Katz， Murray， Rubinstein， 

Wilcox， & Zuckerman， 1992)、視聴時間の長い子ど

もは、攻撃性の高い子ども (Singer，Slovak， Frierson， 

& Y ork， 1998)や摂食障害にかかる子ども (Fouts& 

Vaughan， 2002)の割合が高いこと、子ども部屋にテレ

ピがある子どもは、テレビ読轄時間が長く学業成績が

器いこと (Gentile& Walsh， 2002)などが示されてい

るO 日本でも、青少年に対するテレビメディアの影響

についての議論が高まっており、放送局での番組の自

主規制が実施されるなど、メディア界においても、特
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にそのネガティブな影響に対する懸念をうけた対策が

とられはじめているo それとともに、首都圏を中心と

した 4年間の追跡調査が開始され (無藤・ JI!浦・角

谷， 2001;無藤・角谷， 2001;角谷・無藤， 2002)、そ

の影響のメカニズムの解明が試みられているむ

3 .本研究の目的

ただし、克童期後期から患春期にかけて、子どもた

ちのテレビ視聴の詮方、テレビに対する意識がどのよ

うに変化するのかという点はまだ謂べられていなし )0

心理的、社会的に大きな変化をみせるこの時期には、

テレビへのかかわりかた、また、子どものテレゼ視聴

に対する親の関ワ方も変化するということが予想され

るD 親からの自立を試み始めるこの時期には、親の取

り決めに従ったテレビ視聴から、自分の噌好に合わせ、

吉分で決めた視誌の仕方に変化するだろう G また、テ

レビ番組の曙好にも変化がみちれる時期でもあるo 本

研究では、小学5年生を中学2年生まで追跡し、彼ら

の心理的変化とともに、テレビとの擦り方がどのよう

に変化するのかを捉えることを自的とする O

方法

2001年2月から2003年 2月の毎年1呂(計3@J)、質

問紙調査を実施した。

対象:第 1@J謂査 (T1);首都圏40km麗内の小学5年

生とその主たる養育者1500組(二段階無作為抽出法)。

第 2、3巨調査 (T2，T3) ;第 1@J語査の有効回答者

となった小学6年生とその主たる養育者1，006組。

調査時期:第 1回調査;2001年 2月号第 2回謂査;

2002年 2月。第3回謂査;2003年 2月O

読査方法:調査員が対象者自宅へ訪問し、質問紙を個

人面接法で、実施した。

自収率〈子ども用質問紙に 1開でもE筈したものを有

効回答票としたい第 1回調査;61. 7% (1006組:小学

5年生内訳女子490名、男子516名)0第 2因調査;

84.5 %(882組:小学5年生内訳女子430名、男子452

名人第 3田調査;83.8% (843組:中学 1年生内訳

女子411名、男子432名)0

分析対象:第3田調査の有効回答者843組を本研究の

分析対象者とした〔表 1)0 

諦査内容:子どもの適応に関連するとみなされている

要因を広く捉えるため、子どもの生活習?貫、心理的要

国(，l~み、抑うつ額向、社会的ノレール違反傾向、セル

フコンビテンスなど)、環境要因(学校・家庭・友だち



表 1

分析対象者内訳

保護者の属性別

総数
母親 父親 その佐

保護者
蕪田答

小学6年生の属性 男子 432 386 22 7 17 

女子 411 367 22 5 17 

合計 843 753 44 12 34 

関係など)、養育者の生活習慣、心理的要因(掬うつ額

向、悩み、養育者としての昌信など〉について、 1~数

項目単位で尋ねた。無作為標本による分析を行うこと

で、分析結果が、より母集団に適用可能で、あるという

意義があるo 各要因における項目数の少なさは、調査

対象者がランダムサンプリングであることにより対応

可能であるとみなしたむ

結果

表 2に、本研究で取り上げた質問内容とその予想さ

れる結果および、結果を記した。以下に、結果をJI買に記

す。

1 .子どもの生活リズム

平日 18あたりのテレビ視諒時間(表3)は、 2~3

時間が54%(男子;T1 59%→T2 58%→T3 59%、

女子;T1 49%→T2 46%→T3 49% 以下同様)

で小5、小68寺と大きな変化はみられないが、子ども

部屋での視聴時間の増加が女子においてみられた。

就寝時間について、男女とも 1週間のうちに11時過

ぎまでおきていることが「誌とんど毎日jが最も多く

なった〈男子:13%→17%→28%、女子;16%→22% 

→40%) (表4)0

2.テレビ、その他の子ども専用機器の所宥状況

子ども部屋のテレビ所有率(表5)辻40%(男子;

37%→36%→42%、女子;32%→31%→38%)で、小

5、6と変わちない。また、子ども部屋にテレビがあ

る子ども(男子;182名、女子;158名)の子ども部星

でのテレビ規聴時間は、男子ではつ時間ぐらいJが

(28%→22%→26%)、女子では「誌とんど見なしリが

最も多い (30%→31%→32%)が、女子で 12時間ぐ

らいjが増加した{男子;16%→12%→18%、女子;

12%→17%→23%) (表6)。

メディア機器などの個人所有を尋ねたところ、最も

多くの子どもが持っている物辻、男子、女子ともに「テ

レピゲーム機J(男子;77%→76%→77%、女子;54% 

→53%→49%)と「携帯ゲーム機〈ゲームボーイなど)J

(男子:73%→68%→66%、女子;58%→52%→47%) 

で小5、 6と変むらないが、男女とも、 fテレビJ(男

子:24%→27%→31%、女子;22%→23%→28%)、「ラ

ジオ・ラジカセJ(男子 :11%→15%→23%、女子;25% 

→34%→39%λf携帯電話.PHSJ(男子;2%→ 6% 

→21%、女子 ;11%→21%→41%)が増加した。

なお、家庭全体での機器の所有率が増加したものに

註「携帯電話.PHSJ(80%→85%→93%)、「パソコンj

(65%→70%→81%)、「ファクスJ(58%→60%→69%)

である O

3.テレビ視聴形態・保護者の働きかけ

普段どんなテレビの見方をしているかを尋ねたとこ

ろ、「見る時間が決まっているJ(全体;38%→31%→ 

36%)、「一入で見ることが多いJ(全体;26%→26%→ 

29%)など、子ども自身の見方は小5、 8と変わらな

いが、保護者の働きかけは減少し、「見ている内容やあ

らすじを分かりやすく説明するJ(51%→50%→47お)

(表7)、「子どもに見せたくない内容はチャンネノレを

変えたりして見せないJ(60%→54%→48%)、f子ども

の見る番組や時間帯を決めているJ(60%→50%→ 

43%) (表8)が半数をきった。

4.子どものよく見る番組

男子では、「アニメ・マンガjが67%、女子では、「ド

ラマ」が74%と最も多い。小5、6と比較すると、男

女とも「アニメ・マンガJの割合が減少し(男子;90% 

→82%→67%、女子;76%→72%→60%)、「ドラマj

(男子;32%→41%→43%、女子;56%→63%→ 

74%)、「トーク番組J(男子;9%→14%→18%、女子;

29%→43%→48%)、「歌番組・音楽番組J(男子;10% 

→19%→33%、女子;46%→60%→66%)などが増加

した。

5.テレゼ観・テレビの必要性

テレビについて、f見るだけでいろいろなことがわか

るム「手軽に楽しい気分になれるム「友だちと共通の

話題ができるjと捉える子どもは、 80%以上いる。特

に女子で「友だちと共通の話題ができるjが多い(男

子;84%→86%→87%、女子;90%→91%→96%)。

テレビがどの程度必要なものか尋ねたところ、テレ

どがどの程度必要なものか尋ねたところ、「かなり必要

なものjが41%で最も多い(男子;37%→35%→42%、

77 



表2

各項自ごとの予想される結果と結果一覧〈小学5年生から中学2年生まで)

項自 予想結果 結果

子どもの生活リズム 平日 18あたりテレビ視聴時間 増加 変化なし

子ども部屋での視聴時間 増加 増加(女子)

就覆時間 遅くなる 遅くなる

テレビ、 そ用況の他機 テレピ 増加 土曽左目

の子ど有も状専 テレビゲーム 増加 変化なし
器の所

携帯ゲーム 増加 現象

ラジオ・ラジカセ 増力E 増加
携苦電話.PHS 増加 ま曽左目

テレビ視聴形 時間を決めた視聴、 増加 変化なし
態・探護者の{動 一人での視聴 増力E 変化なし
きかけ 内容などの説明(保護者) 減少 減少

見せたくない番組を見せない 減少 減少
(保護者〉

番組や時間帯を決める({呆護者) 減少 減少

子どものよく見 アニメ・マンガ 減少 減少
る番組 ドラマ 増加 増加

トーク番組 増加 増加

歌番組・音楽番組 増力[] 増加

テレ必ピ観要'性・テレ 見るだけでいろいろなことがわかる 変化なし
ビの 手軽に楽しい気分になれる 変化なし

友だちと共通の話題ができる 変化なし

テレビの必要性 増加

テレピの直接的
影響の自覚

暴力シーンに対
する意識・暴力
観

テレビゲーム・
インターネッ
ト・電子メール
の龍用

コマーシャルで見たものを思わず買って一 変化なし
しまう

テレゼに出てきた流行のことばをすぐに 変化なし
使う

テレピに登場する人物のようになりたい一 変化なし(男子<女子)

暴力シーンを見たときの気持ち 「特に侭も感じな「特に何も感じないJが増加
いjが増加

笑いのための暴力

f嫌な気分になるjが減少〈男子〉
許容するようにな fどちちかというと『笑いをとるためには
る やっても構わないjに近いjが増加

nいくら笑いをとるためとはいえ、そう
いうことはよくないjに近いjが減少

許容するようむな fどちらかというと『正義のためであれ
る ば、力で相手を健すことは良いjに近いj

が増方5
rrいくら正義のためだからとはいって
も、暴力はよくないjに近いJが滅少
fほとんどやらない」が増加(女子)
減少

正義のための暴力

テレビゲームの使用 減少

テレビゲームの種類や時期の取り決め減少
(保護者)

電子メーノレ使用頻度

インターネット{吏用目的

男子<女子

自分の趣味や好きなことに関する情報塚集

諸題や勉強、学校に関する諜べごと
(女子〉

家庭環境認知

学校環境認知

家族とー諸にいること

学校の楽しさ

友だちの規定

自己概念

心理的問題

「楽しいjが減少 f楽しいjが減少、「まあ楽しいjが増加

「とても楽しいj 変化なし
が減少

教師は自分の長いところをわかつてくれ「そう思うjが減 fそう思うjが減少し、「まあそう思うJ
ている 少 が増加

仲良しの友だち 「親友jが増加 「一緒に遊ぶjが最多
f一緒に勉強するJが増加
内E談事、秘密を教えあうjが増加
勉強が f得意なほうJは減少
f何もやる気がしないことjが女子で
増加する以外辻変化なし

容認傾向の増加容認傾向の増加

学業自己概念

抑欝傾向

下
一
加

低
一
増

社会的ノレール違反額向
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表3

月曜日から金曜日の学校のある自に、 1日あたり、テレビ番組をどのくらい見ていますかD どデオに録画して見
ている時間も入れて、この中から 1つだけ選んでください。

人数
30分 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間か ほとんど わからない

第2園無効
ぐらい ぐらい ぐらい ぐらい ぐらい それ以上 見ない -無臣答

第 総数 843 2.3 14.6 25.5 28.5 15.8 11.7 1.3 .4 

¥ 3 男子 432 1.9 14.4 29.2 30.1 14.1 9.0 .9 .5 
回 女子 411 2.7 14.8 21. 7 26.8 17.5 14.6 1.7 .2 

第総数 843 1.4 10.9 26.3 25.7 15.9 14.2 .8 1.4 3.2 
2 男子 432 1.4 9.3 34.7 23.4 14.6 11.1 1.2 1.2 3.2 
回 女子 411 1.5 12.7 17.5 28.2 17.3 17.5 .5 1.7 3.2 

第 総数 843 2.3 15.3 28.4 26.1 14.0 12.7 1.2 .1 

¥ 1 男子 432 2.1 15.0 31. 7 27.5 12.0 10.0 1.6 .0 
回女子 411 2.4 15.6 24.8 24.6 16.1 15.6 .7 .2 

表 4

夜11時過ぎまで起きていることが1週間に何司くらいありますか。

ほとんど 4"""""5日 2.........， 3 B 4 .1自 11蒔すぎまで わからない
人数

毎日 ぐらい ぐらい ぐらい
おきているこ

-無回答
第 2@J無効

とiまない

第 E 総数 843 33.5 16.6 28.8 11.5 9.6 .0 

¥ ¥  3 男子 432 27.5 15.3 34.0 13.0 10.2 .0 
回;女子 411 39.7 18.0 23.4 10.0 9.0 .0 

第 j総数 843 19.2 12.7 23.6 18.4 21.1 1.8 3.2 
2 男子 432 16.7 13.2 22.2 20.8 22.2 1.6 3.2 
回 i女子 411 21.9 12.2 25.1 15.8 20.0 1.9 3.2 

第 総数 843 14.8 9.7 25.6 20.0 29.7 .1 

¥¥ 1 男子 432 13.4 9.5 25.9 20.1 30.8 .2 
田 女子 411 16.3 10.0 25.3 20.0 28.5 .0 

表5

自分の部屋やきょうだいの部屋など、子どもの部屋にテレビはありますか。

人数 ある ない
子どもの部屋

その地
わからない・

第2回無効
はない 無回答

第 総数 843 40.3 52.6 7.0 .0 .1 
¥¥¥  3 男子 432 42.1 51.2 6.7 .0 .0 

田 女子 411 38.4 54.0 7.3 .0 .2 

第 総数 843 34.0 54.0 7.5 .0 1.3 3.2 
2 男子 432 36.3 52.1 7.4 .0 .9 3.2 
回 女子 411 31.6 56.0 7.5 .0 1.7 3.2 

a総数 843 34.6 56.6 8.8 .0 .0 

¥ ¥  第lj;男子 432 37.3 54.2 8.6 .0 .0 
回;女子 411 31.9 59.1 9.0 .0 .0 

表6

子どもの部屋で1日あたりどのくらいテレビを見ていますかむ(子どもの部屋にテレビがある者〉

人数 30分ぐちい 1詩障ぐらい 2詩需ぐらい 3時語ぐちい 4時罰ぐらい
5時間か ほとんど わからない
それ以上 みない -無呂答

第 総数 340 14.4 24.1 20.0 9.1 2.4 2.6 27.1 .3 
3 男子 182 18.1 26.4 17.6 12.6 1.1 1.1 22.5 .5 
回 女子 158 10.1 21.5 22.8 5.1 3.8 4.4 32.3 .0 

第総数 287 15.3 22.0 14.3 11.5 3.8 2.4 30.0 .7 
2 男子 157 17.8 21. 7 12.1 11.5 5.1 1.3 29.3 1.3 
国 女子 130 12.3 22.3 16.9 11.5 2.3 3.8 30.8 .0 

第総数 292 19.9 26.4 13.7 5.1 2.4 3.1 2ヲ.5 .0 
1 男子 161 19.9 28.0 15.5 3.1 1.9 2.5 29.2 .0 
田女子 131 19.8 24.4 11.5 7.6 3.1 3.8 29.8 .0 
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表 7

あなたは、 00さん (00くん)がテレピを見ているときに、ここにあげたようなことをしますか。(保護者への質問)
見ている内容やあらすじを分かりやすく説明する

人数 ょくする ときどきする るまちしない
ぜんぜん わからない

第 2@J無効
しない -無回答

第 総数 809 6.9 40.7 35.6 16.8 .0 

¥¥ 3 男子 415 6.0 40..7 35.4 17.8 .0 
回女子 394 7.9 40.6 35.8 15.7 .0 

第 総数 843 7.1 43.3 31. 7 12.0 2.7 3.2 
2 男子 432 6.0 45.8 2ヲ.6 13.2 2.1 3.2 
回 女子 411 8.3 40.6 33.8 10.7 3.4 3.2 

第総数 843 9.3 41.5 34.5 11.2 3.6 

¥¥ 1 男子 432 9.5 40.7 35.2 10.6 3.9 
匝 女子 411 9.0 42.3 33.8 11. 7 3.2 

表8

あなたは、 00さん (00くん)がテレビを見ているときに、ここにあげたようなことをしますか。(深護者への質問)
子どもの見る番組や時間帯を決めている

人数 ょくする ときどきする

第総数 809 18.7 24.7 

3 男子 415 18.6 25.1 
回 女子 394 18.8 24.4 

第 毅数 843 25.4 24.4 
2 男子 432 24.5 25.0 
田 女子 411 26.3 23.8 

第 総数 843 34.4 25.3 
1 男子 432 35.2 24.5 
回女子 411 33.6 26.0 

女子;36%→37%→41%)。次いでfあった沼うがよい

程震のものJ(男子;41%→40%→35%、女子;45%→ 

40%→37%)、「絶対必要なものJ(男子;19%→19%→ 

21%、女子;17%→17%→21%)でるる。

6.テレビの重要的影響の自覚

影響の自覚に小5、8と大きな変化はみられなかっ

たが、fコマーシャルで見たものを思わず買ってしまっ

たことjがある子どもが40%と最も多く(男子. 45% 

→39%→39%、女子;44%→41%→41%)、次いでfテ

レどに出てきたはやりのことばをすぐにf吏ってみたこ

とJ(男子;31%→29%→28%、女子;38%→37%→ 

38%)である orテレビに登場する人のようになりたい
と患ったことJは、女子で、多かった(男子;24%→20% 

→16%、女子32%→33%→30%)。

7.暴力シーンに対する意識・暴力観

暴力シーンをテレどで見たときの気持ち(表9)は、

男女とも「いやな気分になるjが最も多い(男子;44% 

→40%→34%、女子;54%→53%→49%)。小5、6と
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るまちしない
ぜんぜん わからない

第 2回無効
しない -無回答

40.8 15.6 .2 

¥¥ 39.8 16.1 .5 
41.9 15.0 .0 

34.4 9.7 2.8 3.2 
36.6 8.6 2.1 3.2 
32.1 10.9 3.6 3.2 

28.8 7.5 4.0 [¥ 28.9 6.7 4.6 
28.7 8.3 3.4 

比較すると「とくに何も感じないJが増加し(男子;

22%→24%→34%、女子;15%→16%→19%)、男子で

は「いやな気分になるjが減少した (44%→40%→

33%)0 

また、男女とも、バラエティ番組で笑いをとるため

に人を叩いたり、アニメやドラマで正義のために悪者

を力で備す場面を容認する領向が高まったむつまり、

笑いをとるために他の人に物を投げたりたたいたりか

ちかったりする場面に対して(表10)、「どちらかとい

うと f笑いをとるためにはやってもかまわないJに近

いJ(男子;17%→20%→35%、女子;16%→20%→ 

29%)、また、「どちらかというと『正義のためであれ

ば、力で桔手を倒すことは良いHこ近いJ(男子;26% 

→26%→38%、女子;24%→31%→39%)が増加しnい
くら笑いをとるためとはいえ、そういうことはよくな

いjに近いJ(男子;41%→34%→20%、女子;42%→ 

33%→25%)、nいくら正義のためだからとはいって
も、暴力はよくないiに近いJ(男子;26%→18%→ 

10%、女子;25%→19%→12%)が減少した。



表9

テレどでは、暴力をふるったり殺したりする場面がでてきますが、そのような場面を見たとき、どんな気分にな

りますか。あてはまるものをこの中からいくつでも選んでくださいD

ス しユ も L可

夢中ハラ ラシ実擦
カ
思う分白も
と そ こそ わ 第

カ や の わ ツ く の との カh 2 
ツ な た く にノ¥ けの コ 他 ョうまよ ら

効無回人 と 1分~ り て なラ るこ しユ そ な なう な
す な

を呂
るド と し〉 t、-ア いな しユ

る し〉 キ で と
感もじ 場面を

. 
数

な と つ ド は
患っ 入 査迂

る
思フ
ぶ、 キ な り

劣自EコZ る し しユ た な 見た
て の し〉 し〉
で と

第 総数 843 2.0 40.ヲ 1.1 18.1 19.1 10.4 3.6 1.1 26.5 .0 1.9 1.2 

¥ 3 男子 432 3.0 33.6 1.2 9.3 20.1 10.9 4.2 1.2 33.6 .0 1.9 .5 
巨 女子 411 1.0 48.7 1.0 27.5 18.0 10.0 2.9 1.0 19.0 .0 1.9 1.9 

第総数 843 3.2 45.9 .8 20.5 19.9 13.0 2.5 .9 19.8 .1 1.3 2.3 3.2 
2 男子 432 3.5 39.6 1.2 9.5 20.4 15.7 3.2 .7 23.6 .2 2.1 2.3 3.2 
回 女子 411 2.9 52.6 .5 32.1 19.5 10.2 1.7 1.2 15.8 .0 .5 2.2 3.2 

第総数 843 3.6 49.0 1.2 26.6 21.0 7.6 2.8 1.3 18.6 .2 1.8 .9 

人1 男子 432 4.9 44.0 .9 17.6 22.2 8.3 3.9 1.9 21.8 .5 1.9 1.2 
田女子 411 2.2 54.3 1.5 36.0 19.7 6.8 1.7 .7 15.3 .0 1.7 .7 

表10

バラヱティ番組などでは、笑いをとるために、他の人のものをなげたりたたいたり、からかったりする場面があ

ります。これについて、 A、B2つの意見があります。あなたの気持ちはどちらに近いですか。
A:笑いをとるためにはやってもかまわない
B:いくら笑いをとるためとはいえ、そういうことはよくない

どちらか どちらか
人数 Aに近い というと というと

A~こ近い Bltこ近い

第総数 843 16.4 32.1 26.5 
3 男子 432 19.9 34.7 22.0 
回 女子 411 12.7 29.4 31.1 

第総数 843 12.9 19.9 27.0 
2 男子 432 14.6 19.7 25.9 
回 女子 411 11.2 20.2 28.2 

第 総数 843 13.0 16.4 25.0 
1 男子 432 14.6 16.7 23.1 
田女子 411 11.4 16.1 27.0 

8.テレビゲーム・インターネット・電子メール

1日あたりにゲームをする時間を尋ねたところ(表

11)、小5、6と詑較すると、男子では誌とんど変化が

ないが、女子においてテレどゲーム離れがみられ、「ほ

とんどやらないjが増加した (37%→39%→65%)。テ

レゼゲームで遊んだ、ことのある子ども(男子427名、女

子367名〉について、テレビゲームをやった後の気分は、

「もっとやりたいと思うJが最も多い(男子:47%→ 

44%→40%、女子:39%→39%→34%)。ただし、性差

がみられ、「もっとやりたいと思うム「スカッとするj

(男子:27%→20%→26%、女子:16%→14%→17%) 

は男子のほうが多く、「つかれた感じがするJは女子の

そのよう

B に近い
どちらとも な場面を わからない

第2国燕効
いえない 見たこと -無自答

がない

22.4 2.1 .1 .4 

¥¥ 20.1 2.5 .0 .7 
24.8 1.7 .2 .0 

33.3 1.1 .1 2.4 3.2 
33.8 .9 .2 1.6 3.2 
32.8 1.2 .0 3.2 3.2 

41.5 1.7 .1 2.3 

¥¥ 40.7 1.9 .0 3.0 
42.3 1.5 .2 1.5 

;まうが多かった(男子:22%→23%→19%、女子:25% 

→29%→30%)。

平日 1B当たりテレビゲームで30分以上遊んでいる

子ども(男子319名女子125名)の保護者において、テ

レビゲームの時間やソフトの種類を「決めている」割

合は減少し(男子:57%→47%→40%、女子:38%→ 

35%→28%)、「決めていなしリが増加した(男子:36% 

→50%→56%、女子:46%→52%→58%)。

第 3回調査で初めて尋ねた fパソコンや携苦電話を

用いての電子メールのやりとりの頻度Jltこは性差がみ

られ、女子では fほとんど毎日jが最も多く(男子;

17%く女子:43%)、男子では「電子メールは使えないj
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表11

月曜自から金曜日の学校のある日に、テレビゲームやゲームボーイなどを 1日あたりどのくらいやっていますか。

(テレビゲームをやったことのある者)

人数 30分ぐちい :詩障ぐらい 2時間ぐらい

第総数 794 16.4 24.4 10.6 
3 男子 427 15.5 34.4 18.0 
回 女子 367 17.4 12.8 1.9 

第 総数 767 16.7 31.3 17.9 
2 男子 408 12.7 35.0 27.7 
国 女子 359 21.2 27.0 6.7 

第 総数 805 19.4 33.3 15.8 
1 男子 427 15.5 37.5 24.6 
田 ;女子 378 23.8 28.6 5.8 

表12

家族と一緒にいるのが楽しいですか。

人数 とても楽しい まあ楽しい

第総数 843 49.6 43.2 

3 男子 432 48.1 44.7 
田女子 411 51.1 41.6 

第 総数 843 56.7 33.7 
2 男子 432 55.8 35.6 
田 女子 411 57.7 31.6 

第 総数 843 64.1 32.5 
1 男子 432 61.8 34.0 
E 女子 411 66.4 30.9 
一」ー

が最も多かった(男子:40%>女子:19%)。電子メー

ル以外のインターネットの使用状況は、男女とも「自

分の趣味や好きなことに関する構報を得るJが最も多

く(男子:42%、女子:48%)、次いで、男子では「ほ

とんど使わないJ(男子:38%、女子:33%)、女子で

は「宿題や勉強、学校に関する調べごとをするJ(男子;

33%く女子;44%)だった。

9.家庭環境認知

小 5、6と比較すると、「家族と一緒にいると楽しいJ

については、「とても楽しいjが50%あり最も多いが、

その割合は減少し(男子;62%→56%→48%、女子;

66%→58%→51%)、「まあ楽しいjが増加した(男子;

34%→36%→45%、女子:31%→32%→42%) (表12)0

10.学校環境認知

90%以上が学校を「とても楽しいJ(男子;51%→ 

46%→56%、女子;57%→60%→64%)あるいは「ま

あ楽しいJ(男子;41%→43%→39%、女子:35%→ 

29%→2ヲ%)と感じている G 部活動には、男女とも90%

以上が[入っているJ(男子:91%、女子:92%)。ま
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3時間ぐらい 4時間ぞちい
5時間か ほとんど わかちない
それ以上 やらない -無巨答

4.2 1.4 1.0 41.6 .5 
6.3 1.6 1.6 21.8 .7 
1.6 1.1 .3 64.6 .3 

5.9 1.7 2.0 24.3 .4 
8.6 2.0 2.5 11.0 .5 
2.8 1.4 1.4 39.3 .3 

5.0 2.0 1.7 22.9 .0 
6.8 3.0 2.6 10.1 .0 
2.9 .8 .8 37.3 .0 

あまり ぜんぜん わからない
第 21m無効

楽しくない 楽しくない -無回答

6.3 .7 .2 

¥¥ 6.5 .7 .0 
6.1 .7 .5 

4.6 .5 1.3 3.2 
3.7 .7 .9 3.2 
5.6 .2 1.7 3.2 

2.4 .8 .2 

¥¥ 3.0 .9 .2 

1.7 .7 .2 

た、 80%以上が「とても頑張っているJ(男子:57%、

女子:52%)あるいは fまあ頑張っているJ(男子;

29%、女子:34%)。小5、6と比較すると、小6から

中1で大きな変化がみられ「担任の先生は自分のよい

ところをわかってくれるjに対して(表13)、「そう患

うjが減少し(男子:43%→40%→30%、女子:40% 

→36%→27%)、「まあそう思うjが増加した(男子:

39%→38%→49%、女子:41%→41%→51%入

11.友だちの規定

仲良しの友だちをどのように捉えているか尋ねたと

ころ、男女とも「いっしょに遊ぶ、友だちJが最も多い

(男子:89%→86%→90%、女子;82%→78%→ 

86%)。小5、6と比較すると男女とも、「いっしょに

勉強する友だちJ (男子:13%→18%→26%、女子;

20%→27%→40%)、「相談ごとをしたり、ほかの入に

は言えない秘密を教えるう友だちJ(男子:29%→34% 

→38%、女子:59%→64%→67%)が増加した。

12.子ども自身の自己概念・自分イメージ

子ども自身に自分のイメージを尋ねたところ、小5、



表13

担任の先生は00さん(くん〉の良いところをわかってくれていると患いますか。

人数 そう患う まあそう悪う

第 総数 843 28.5 49.9 

3 男子 432 30.3 49.3 
巨 女子 411 26.5 50.6 

第総数 843 38.0 39.6 

2 男子 432 40.0 38.2 
巨 女子 411 35.8 41.1 

第 総数 843 41.6 39.9 

1 男子 432 43.1 38.7 
E 女子 411 40.1 41.1 

表14

学校の勉強が得意ですかQ

人数 得意なほう
どちらかといえ

ば脊意会ほう

第総数 843 7.6 40.8 

3 男子 432 10.4 42.4 
巨 女子 411 4.6 39.2 

第 総数 843 17.0 43.7 
2 男子 432 19.4 44.9 
回女子 411 14.4 42.3 

第 総数 843 14.9 46.4 

1 男子 432 16.7 48.1 
E 女子 411 13.1 44.5 

6と比較すると男子で小5、sよりも fひとりでいる
のが好きなほうだjが増加した(男子:11%→13%→ 

20% ;女子15%→24%→22%)。また、男女とも、学校

の勉強に対してf得意な近うjが減少した(男子:17% 

→19%→10% :女子13%→14%→ 5%) (表14)0

f今、夢中になっていること、がんばっていることj

は、男女とも「スポーツjが最も多い(男子:63%→ 

64%→76%、女子;38%→39%→48%)。小5、8と比

較すると、男女とも「テレゼゲームJ (男子;42%→ 

36%→32% :女子15%→12%→ 7%)、「伺かを集める

ことJ(男子:21%→13%→ 9%:女子21%→18%→

15%)、「動物や植物の世話J(男子:9%→10%→ 

6%;女子16%→15%→8%)は減少した。

13.心理的問題

子どもの不安な気持ちの現れとして、「イライラする

ことj、「寂しくなることム「何もやる気がしないことJ、

「頭やお腹が痛くなることjがどのくらいの頻度であ

るかを尋ねたところ、「イライラすることjがあるのは

男子で57% (69%→53%→57%人女子で71% (70% 

→63%→71%)、「何もやる気がしないことjがあるの

あまりそう ぜんぜんそう わからない
第 2田無効

は思わない は患わない -無自答

15.4 5.1 1.1 

¥¥ 14.6 4.2 1.6 
16.3 6.1 .5 

11.2 5.1 3.0 3.2 

10.6 4.4 3.5 3.2 

11. 7 5.8 2.4 3.2 

12.8 3.4 2.3 

¥¥  12.3 3.5 2.5 

13.4 3.4 1.9 

どちらかといえ
苦手な誌う

わかちない
第 2@]無効

1;[苦手金援う -無自答

38.7 12.1 .8 

¥ 35.6 10.4 1.2 

41.8 13.9 .5 

27.5 7.1 1.5 3.2 

24.8 6.3 1.4 3.2 

30.4 8.0 1.7 3.2 

31.3 6.0 1.3 [¥ 27.3 6.7 1.2 
35.5 5.4 1.5 

は男子で43%(43%→41%→43%)、女子で59%(48% 

→48%→59%)、「頭やお腹が痛くなることjがあるの

法男子で31%(46%→32%→31%)、女子で38%(43% 

→39%→38%)、「寂しくなること」があるのは男子で

ヲ%(23%→13%→ 9%人女子で27%(31%→25%→ 

27%)であり、女子のほうが不安な気持ちをよく経験

する。

現在悩んでいることを尋ねたところ(表15)、男女と

も「成績のことjが最も多い〈男子:21%→20%→44%、

女子;24%→24%→55%)。小5、5と比較すると、男

女とも「悩み事はないJが減少し〈男子:43%→45% 

→37%、女子:39%→38%→26%)、「成績のことム「受

験のことJ (男子;11%→5%→14%、女子;9%→ 

3%→17%)が増加した。

「子どもだけでゲームセンターなどに行く」などの社

会的ノレール違反傾向に関して{表16)、男子ではいずれ

の行動に対しても経験がなく、また、やっても良いと

は考えない子どもや、興味をもったこともない(fこの

中にはないJ)子どもが最も多い{男子:68%→61%→ 

50%、女子;74%→56%→35%)が、女子では f子ど

もだけでゲームセンターなどに行くJ経験がある、あ
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表15

今、悩んでいることがありますか。あれば、この中からいくつでも選んでください。

友だ 績成
験FコEζ乙
族家
健康や体
将来 J格性 そ d悩

無答回わから
第

入 の み 2 
ち の の の の の 勉 事は

効無回の
でァ

丸可一ア
、~

丸?ア一 Lラ な'- 丸一

、?
と と と の と と な し￥

数
え-

と
でァ

しユ . 丸一

と

第総数 843 12.5 49.5 15.7 5.9 8.9 25.6 14.6 .0 31.8 .7 

¥ 3 男子 432 5.6 44.2 14.1 5.6 8.6 25.7 8.3 .0 37.0 .9 
田 女子 411 19.7 55.0 17.3 6.3 9.2 25.5 21.2 .0 26.3 .5 

第 総数 843 14.4 21. 7 4.0 4.6 12.7 24.4 16.5 .5 41.6 1.9 3.2 I 
2 男子 432 8.6 19.7 5.3 4.6 13.7 24.8 11.8 .7 44.7 1.9 3.2 
回 女子 411 20.4 23.8 2.7 4.6 11. 7 24.1 21.4 .2 38.4 1.9 3.2 

第 総数 843 14.5 22.4 10.2 3.6 12.3 19.2 17.1 .2 40.9 .9 

¥ 1 男子 432 8.6 20.8 11.1 3.2 12.5 23.6 14.1 .5 42.6 1.2 
回女子 411 20.7 24.1 9.2 3.9 12.2 14.6 20.2 .0 39.2 .7 e 

表16

次のことのなかで、ゃったことのあること、あるいはやってみたいと思うことや、ときにはやってもいい場合も

あると思うことはありますかa あれば、この中からいくつでも選んでくださいD

セ子 前夜 かつ知ら
ンど でお
タも

友だそく
てな

人 lだ bこし〉
なけ ちコ

使う転人車の自を
どで とン

数 にゲ しビ

行くムi 
やニ
べの
る

第 総数 843 52.9 10.3 .7 
3 男子 432 44.4 10.2 .7 
回 女子 411 61.8 10.5 .7 

第 総数 843 30.8 4.2 .5 
2 男子 432 27.8 4.4 .5 
回 女子 411 34.1 3.9 .5 

第総数 843 23.5 3.7 .8 
1 男子 432 25.0 3.2 1.4 
回 女子 411 21.9 4.1 .2 

るいはやってもよい、やってみたいと思う者(男子;

25%→29%→44%、女子;22%→34%→62%)が最も

多くなった口小5、6と比較すると、「この中にはないj

の割合が減少し、「子どもだけでゲームセンターなどに

行くム「夜おそくコンピニの前で友だちとしゃべる」

(男子;3%→ 4%→10%、女子;4%→ 4%→11%) 

ことを経験したことがある者、やっても良い場合もあ

ると患っている、あるいは興味を持っている者が増加

した。

考察

以上の結果から、小学5年生から中学2年生にかけ
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タ
ノt

コ
を

すフ

1.7 
1.9 
1.5 

.4 

.5 

.2 

.7 
1.2 
.2 

飲酒おむを親ないにし

万引 物を
だ
家出を

」、7"ー わ 第
れ の カ瓦 2 

き
わざ
カ〉 中 ら

効無回を 入 す な
す と を る 』ま し瓦

よ る
Vァ

な な . 丸一

で わ ぐ しユ

無答回す る

1.4 .8 1.4 2.1 3.6 42.5 .7 

k 1.9 .7 1.4 2.5 2.3 50.0 .9 
1.0 1.0 1.5 1.7 4.9 34.5 .5 

.6 .2 .8 1.7 5.2 58.7 1.9 3.2 

.7 .5 .7 2.3 4.2 61.1 1.9 3.2 

.5 .0 1.0 1.0 6.3 56.2 1.9 3.2 

.9 .5 .2 1.4 2.3 71.1 1.2 

人1.2 .9 .5 1.9 2.1 68.3 1.4 
.7 .0 .0 1.0 2.4 74.0 1.0 

て、就寝時間が遅くなったり、テレビ以外にもラジオ

や携菅電話をもっ子どもが増加するなどの生活面や、

抑欝感情や悩みごとなどの心理酉での変化がみられ

た。心理的な側面では、悩み事、中でも特に成績や受

験の悩みごとが増えたり、勉強に対する自告が失われ

るなど、学業にかかわる心理的負担が強くなった。こ

れは、この時期の子どもの自尊感情が低下したり

(Alsaker & Olweus， 1992 ; Marsh， 1989 ; ，佐藤・杉
京・藤生， 2000)、学業全放に関する学業コンビテンス

(Marsh， 1989 ; Wigfield et a1.， 1ヲ91)が缶下すると

いう先行研究結果と一致する。

学校や家庭に対しでも、小学5年生では無条件に楽

しいと感じる者が多かったのに対し、中学2年生では、



そのようなことはなく、まあ楽しいといった程度にと

どまるなど、自分を取巻く世界に対する認識の変化が

見られた。また、先生に対しても、担イ壬の先生は自分

のことを十分よくわかってくれるという認識から、ま

あわかってくれるだろう程度への変化がみられた。本

調査では、題端に学校への意識がネガティブゃになると

いう結果は得られなかったものの、このような緩やか

な変化もまた、学校への満足感や紐鐘観が低下する

(Berkovitz， 19ヲ7;Blanc， Boulerice， & Tremblay， 

2000; Ecc1es， Midgley， Wigfield， Buchanan， Reuman， 

Flanagan & Iver， 1993; Finn， 1989; Hirsch &まapkin，

1987; Marsh， 1989; Ryan， 2001)時期におこる一つの

現れであるかもしれない。本間 (2000) は、休まずに

学校に通っている子どもも必ずしも学校に対してポジ

ティプな感情を抱いているとは言えないとも論じてい

るD

また、社会的に問題があるとみなされる行動や事懇

に対して許容する傾向が高まった。さらに、それはテ

レビに対する意識にも反映され、暴力シーンを見ても

替に倍も感じない者が増えたり、笑いや正義のための

暴力シーンを認める傾向が高まった。抑うつ傾向が高

まったり (Ber・kovitz，1997)、不登校、退学、煙草、ア

ルコール、ドラッグ、 10代の妊娠、非行などの事件や

問題行動が増加することが示されている (Bailey，

2000; Pnton， 1997; Weissberg & Greenberg， 1998) 

が、本研究では、このような顕著な問題性を捉えるま

でには至らなかったが、平均的な中学2年生は、小学

5年生よりも問題性が高いことほ、本研究でも支持さ

れたといえよう G

このような時期に、子どもたちのテレビメディアと

のかかわりかたにも変化がみられた。テレど視聴時間

辻 2~3 時間と、小学 5 年生から中学 2 年生で変化は

みられなかったものの、子ども部屋でのテレゼ所有率

が高まったり、保護者が子どものテレビ視聴に働きか

けることが少なくなるなど、子ども自身の主体性を

もったテレピ視麓がなされるようになることが示され

た。中学生になると、自分で意志決定をすることが可

龍になると同時に、そうしたいという欲求も増加する

(Ecc1es & Midgley， 1989; Ecc1es et al.， 1993， 1998; 
Wigfiel吾etal.， 1991)が、それがテレビ視聴という生

活の一備面においても反映されていることが推認され

るc

それに伴い、視聴番組の種類がアニメからドラマや

歌番組へと変化した。テレビが友だちとの共通の話題

を提供する働きを持つことからも、中学生にとって、

友だちと共通の番組を見ることが伸毘関部維持の上で

も重要になるのだろう O 思春期は、友だちと過ごす時

間が増加し、それが殺と過ごす時間よりも多くなる時

期 (Larson，2000)であり、また、大人の規範よりも

待問集団での規範が優先されるようになり、規範意識

の共有がみちれ始める (Collins& Laursen， 2000) 0 

自己開示や気持ちの理解、共通の趣味といった、内面

の共通性を求める友だち関f系へと変化するとともに、

他者の視点、をとることができるようになり、自分がど

う克られているかを気にするようになる (Collins & 

Laursen， 2000; Wigfield et al.， 1996) 0また、思春期

における親かちの自立は、孤立、孤独、混乱の感情を

伴うが、そのサポートのために仲間をつくり社会を作

ることを求めるようになる時期でもある (Sullivan，

1953)0この時期に、友だちと共通のテレビの話題をも

つことは、自分自身の安心感、友だちとの仲間意識を

高める上で、重要なことなのだろう。ただし、この時

期は、子どもたちが直面する大きな課題に対して準錆

されていないために、危機的状況にさらされる可能性

もある (Blos，1962)。今日の子どもは、発達加速化現

象により、身体的成熟と精神的成熟が非嘗にアンバラ

ンスで、精神的に十分成熟していない年齢で思春期の

変化を経験しなくてはならないという現状もあり(笠

井， 2000 ;保坂， 2000 ;棄藤， 2000)、未成熟な者向士

の共通の仲間意識を求めるあまりにリスクを伴う可能

性も否定できないだろう 9

まとめと今後の課題

本研究で辻、小学5年生が中学2年生になるまでを

追跡した謂査をもとに、思春期における心理的変化と、

思春期の変化が反映される子どものテレビメディアと

のかかわりの変化を捉えたG テレビとのかかわりとい

う生活の一部をみても、恵、春期の子どもの自律性の高

まり、また、思春期の子どもにとっての友だち関係の

重要さが伺える。

今後は、子どもの発達に対してテレビメディアがど

のような影響を及ぼすのかを検討したい。
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